
本日のプログラム

④

次 回 の プ ロ グ ラ ム
2017年10月26日(木) 12:30～

本 日 の プ ロ グ ラ ム
2017年10月19日(木) 18:00～

１４
第２８４５回例会記録
司会：渡辺政俊ＳＡＡ④

遠軽ロータリークラブ通常例会
日時：2017年10月12日(木)12:30～
場所：ホテルサンシャイン 2F

★開 会 点 鐘 ：成田 弘明 会長
★国 歌 ：－
★Ｒ ソ ン グ ：我等の生業
★四つのテスト：－

(1) 2017(平成29)年10月19日発行 ＜経済と地域社会の発展月間(米山月間)＞
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2017～2018
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◇本日のゲスト
遠軽信用金庫本店営業部 木村 昴亜

こ う あ

様②
遠軽町教育委員会総務部 本田 晃平 様③

会長報告 成田 弘明 会長①
先週の網走での地区大会参加の皆様大変お疲れ

様でした。
さて、秋も本格化となり、何とかの秋とかいろ

いろな秋があります。その中でもやはり食欲の秋
は自分としては外せない話題でありまして、グル
メ的な話を1つさせて頂きます。

フォアグラとトリュフと並ぶ世界三大珍味の1
つで、チョウザメの卵を塩漬けにしたキャビアに
ついてですが、実はチョウザメは「鮫」ではな
く、ウロコが蝶の形で全体的な形がサメに似てい
ることから名付けられた魚です。

日本で売られているキャビアは、ビンのラベル
に通常、「純正キャビア」と表記されています。
偽物のキャビアとして代用される魚は、トビウオ
・ボラ・シシャモなど様々な魚卵を塩漬けにし、
その後イカ墨や着色料で黒く着色して作っていま
す。

キャビアの偽物と本物の見分け方について、簡
単な方法を1つだけお知らせします。おそらくキ
ャビアを召し上がるシチュエーションでは、ご飯
ではなくパンがそばにあると思います。その時
に、目の前にあるキャビアをパンに押し付けるよ
うに塗ってみてください。パンが黒くなれば偽物
で、人工的に着色した色のため色落ちします。本
物は本来の色で色落ちしません。機会がありまし
たら試してください。

委員会報告
◇河原 英男 親睦活動副委員長⑤

来週19日は夜間例会で、遠軽青年会議所メン
バーとの交流会です。この機会に友好と交流を深
めて、近い将来、我が遠軽ロータリークラブの会
員になっていただけるよう皆様のご配慮を宜しく
お願いします。

【名前等の後の○数字は写真とその中の番号】

ＲＩテーマ2017-18

クラブフォーラム
地 区 大 会 報 告

夜 間 例 会
遠軽ＪＣとの交流会
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その後、今回の課題でもある地球未来の環境に
ついてグループディスカッションを行い、課題と
解決策を様々な業種の方々からの意見を交え、各
自が所属する組織での立場を理解し、協力しなが
らグループごとに解決策の発表を行いました。

私は今回のセミナーの受講に際し、チームワー
ク、コミュニケーション能力の向上を目標として
いましたが、まだまだ足りない部分はあります
が、セミナーを通じて、自ら積極的に参加するこ
とにより、異業種の方々と親交を深め、多様なア
イデアや考え方を知ることができ、目的を達成す
ることができたと思います。

この経験を生かし、様々な場面で遠軽町がより
よい町になるように積極的に貢献していきたいと
思います。

□報告 遠軽信用金庫 木村 昴亜 様②
（グループ発表と成瀨ガバナーとの握手写真）
この度はライラセミナーに参加させていただき

ありがとうございました。
今回は「日本のてっぺんから地域未来の環境を

考える」というテーマのもと市内視察や講演が行
われました。現地では、風力発電システムの視察
に向かい、１年を通して海からの強風が吹き付け
る稚内の地域特性を生かし、電気へと変化する再
生可能エネルギーの規模の大きさに驚きました。

講演では、稚内市役所の職員で、元南極地域観
測隊員であった市川様より、南極で観測を行う意
義や、観測を通して見えてきた地球環境の変化と
その対応策を一緒に考え、極地でしか経験できな
い貴重な体験談を話していただきました。
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□報告 遠軽町教育委員会 本田 晃平 様③
（グループディスカッションと発表の写真）

私が今回、このセミナーに参加することとなっ
たキッカケについてですが、河原教育長から声を
掛けていただいたことから始まります。

当初は、「日本のてっぺん（稚内）から地域未
来の『環境』を考える！」というテーマから、わ
からないことが多く、セミナー参加についてはと
ても不安がありました。しかし、結果的には、大
変有意義なセミナーとなりました。

まず、稚内市内の施設見学がありましたが、風
車・太陽光パネル・自然冷熱利用貯蔵庫の視察が
ありました。風車については、色を環境に優しい
白で統一されているとのことで、景観がとても素
晴らしいものとなっておりました。

太陽光パネルの設置については、職員の説明の
際、国の補助対象事業として、各自治体の立候補
地の中で一番、環境の悪い地域として対象となっ
たということでした。

職員の労力・複数年の時間が掛かって、今の自
然発電に繋がっているとのことで、遠軽町におい
ても、気候などに左右されず、自然エネルギーを
利用することが可能ではないかと考えさせられる
視察となりました。

視察後、日本南極地域観測隊であった市川正和
氏の基調講演がありましたが、年間の温室効果ガ
スの排出量が毎年、過去最高を記録しており、約
80年後の2100年までに海面が最大82㎝上昇する
とのことでした。

津波などによる風評被害の拡大や普段、食べて
いる魚介類が捕れなくなるなど生態系が崩れ、近
い将来、地球環境が全く異なる可能性があるかも
しれないとの講演を聞き、一人一人の環境に対す
る意識付けが必要と考えさせられる講演となりま
した。

視察・講演を聞いた上で、グループディスカッ
ションを行いました。

私たちの班では、「自然エネルギーを活用した
街の活性化」をテーマに話合いを行い、風車を利

用したプロジェクションマッピングや自然エネル
ギー利用に詳しい国内外の専門家の誘致により、
自然エネルギーを利用しつつ、街の発展・活性化
に繋がるのではないかという結論となりました。

この２日間を通して、様々の職種の同世代の方
たちとの交流も含めて、自分にプラスとなる体験
ができました。

この機会をいただいた方々に感謝し、貴重な体
験を将来、仕事上で活かしていけるようこれから
も努力します。

ライラセミナー参加者とともに
第2500地区 会員増強委員長 東海林 勉⑥
ライラセミナー参加青年2名とともに稚内へ行

って参りました。
青年は地区内全分区から74名、2510地区から2

名、計76名、ロータリアンは計55名、ホストク
ラブ(会員48名)からはスタッフの参加がありまし
た。9グループに分かれ、ロータリアンは数名ず
つアドバイザーとして加わり、テーマに沿って自
然環境と経済や社会に及ぼす影響などについて意
味深く興味の尽きないライラになりました。

閉校式では成瀨ガバナーが各グループに修了証
書を授与、全員と握手をしました。若い世代の将
来に期待する気持ちが一人一人に伝わったと思い
ます。次期開催地の紹介はありませんでした。

帰りの天候が心配されましたが、両日とも好天
に恵まれ、名所等も案内したりして、無事にそれ
ぞれの家族の元に送り届けることが出来ました。
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10月 5日 39 36 28 4 88.9%
10月12日 39 36 27 75.0%

本間克明
出席委員長⑦

例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告

この

第38回 遠軽ロータリークラブ旗争奪中学校野
球新人戦の火ぶたは、9月23日、秋晴れのえんが
る球場のバックネットに真新しい横断幕が張ら
れ、成田会長のノーバン始球式によって⑨、切ら
れました。写真⑧は横断幕の前で参加8校チー
ム、ロータリアン、関係者全員で記念撮影。

今大会は合同2チームを含む5チームで行わ
れ、1回戦から激しい点の取り合いに始まり、24
日の決勝戦は白熱の投手戦もついに0対0の最終7
回表、遠軽南・生田原チームが1点を取り、同回
裏、遠軽チームを無得点で抑え、成田会長より優
勝旗を授与され⑪、記念写真を撮りました。⑩

【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南２丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)

遠軽ロータリークラブ www.engaru-rc.com
会長：成田弘明 副会長：金谷正一
会長エレクト：遠藤利秀 幹事：佐久間英昭
会計：島田光隆 ＳＡＡ：渡辺政俊
直前会長：黒坂貴行 事務局員：髙野郁子
◇1959年9月12日創立 1959年11月7日認証

2017-2018年度 国際ロータリー
会長：イアン Ｈ.Ｓ.ライズリー
第2500地区ガバナー 成瀨則之(網走ＲＣ)
第4分区ガバナー補佐 川村壽光(中湧別ＲＣ)

編集・発行：メディア委員会
委員長：東海林勉 副委員長：藤田禮三
委 員：竹森英樹 海野 功 佐藤直也

張江紀代美 本吉春雄 加藤幸徳

ニコニコ
ＢＯＸ 渡辺 政俊 ＳＡＡ④

日野邦彦君 結婚記念日 5,000円
加藤幸徳君 結婚記念日 5,000円
張江紀代美君 誕生日 5,000円
吉川 紘君 誕生日 5,000円
髙橋義詔君 町議当選 5,000円
黒坂貴行君 町議当選 5,000円
本間克明君 ノーバッジ 1,000円

2017-18年度合計 216,000円
☆閉 会 点 鐘：成田 弘明 会長
☆今月会報担当：藤田 禮三 委員
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